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研究成果の概要（和文）：高校生の化学物質に対する過敏性が高まっている背景があり、化学物質過敏症（以下
MCS）の予防方策の検討を行った。群馬県内の10の高校の390名の高校生及び10名の養護教諭または保健主事に無
記名の調査を実施した。
MCS啓蒙ポスターでは30%(117名)が“不要なものを体から出す”ことに興味を持っていた。また全体の7.4％（29
名）がMCS高リスク群であったが、これとMCS啓蒙ポスターの内容やMCS各予防法の興味の強さには関連がみられ
なかった。
アレルギー症状や手足の冷えなどの症状があると、各予防法への興味が強くなる傾向が有意だっため、この特徴
別に支援していくことがMCS啓蒙の鍵になると考える。

研究成果の概要（英文）：We examined a preventive measure for multiple chemical sensitivity (MCS) 
since sensitivity for chemical substances increasingly becomes a major concern among high school 
students. We conducted anonymous survey for 390 high school students and 10 nursing teachers or 
health coordinators from 10 high schools in Gunma prefecture. Due to MCS educational poster, 30% of 
the subjects (117 subjects) showed their interest in “Discharge unwanted substances from a body”. 
In addition, 7.4% (29 subjects) of the total belonged to a MCS high risk group, but there was no 
relation between the group and interest level for MCS educational poster contents or each MCS 
preventive method. If a person has a symptom such as allergic symptom or cold hands and feet, it 
tends to significantly generate more interest to each preventive method; therefore, it is considered
 that providing an instruction/support by such symptomatic feature would be a key for MCS education.
 

研究分野：医歯薬学（保健学）

キーワード： 化学物質過敏症　予防　保健指導　高校生　アレルギー　ライフスタイル　スクリーニング
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１．研究開始当初の背景 
 我が国で 2009年 10月から電子化診療報酬
請求書で用いられる病名リストに登録され
た「化学物質過敏症（以下、「MCS」と略す）」
は、先進国で 10%の発症率と言われている。
日本での発症率に関する大規模な全国調査
は行われていないが、群馬県の A大学での調
査（2009-2010年）では、MCSではないかと
感じている者が 10.9%、MCSスクリーニング
検査“QEESI”で MCS のリスクが高いとされ
た者（以下、「MCS 高リスク群」と略す）は
29%であった。 
 MCS は何らかの化学物質に“大量に被曝”
または“微量で継続・反復して被曝（低濃度長
期曝露）”した後に発症するとされているが、
多種多様な化学物質に囲まれて生活してい
る現代人は誰もが発症する危険性がある。発
症すれば、仕事や学業だけでなく、生きてい
くこと自体が困難となる疾患であるが、診断
や治療も困難を極める。そのため、発症を予
防することが大変重要である。 
また、多くの MCS 患者が化学物質の低濃
度長期曝露により発症していることから、長
期的に被曝しないように生活の見直しが必
要である。また、化学物質に対しての感度が
上がっている状態の人を察知・発見すること
の重要性を痛感し、群馬県内 21高校 4,630名
の高校生を対象とした調査（2011-2013 年：
科研研究課題番号 23660112）を行ったところ、
8.9%がMCS高リスク群であった。 
 早期発見と予防が重要になる MCS である
が、その症状と予防法は多岐に渡り、あまり
知られていない現状がある。MCSの早期発見、
初期対応の円滑化、症状悪化の防止のために
は、MCSに関する知識を広め、具体的に実施
できる予防法を周知する必要があるが、現状
では、MCS予防に関して、リスクが高まって
いる人・予備軍の人含めた人に対して、どの
ように支援すべきか、具体的な方策は明らか
にされていない。MCS の予防は化学物質を
“取り込まない”、“排出する”ことに尽きるが、
化学物質に囲まれて生活している 1人 1人が
具体的に何を意識して生活すればよいのか
を明らかにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、MCSの早期発見と予防のため、
MCS のスクリーニングと予防方策の検討を
研究目的とした。 
 具体的には、MCSの発症で就職・進学含め
た今後の人生設計において多大なる影響を
受けるであろう高校生を対象にし、MCSの予
防において、どのようなことであれば関心を
持つのかということに焦点をあてた。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究対象 
 MCS のスクリーニングと予防法について
検討するため、個々の家庭生活以外は高校に
て集団生活を行っており、生活環境が大学生

や社会人よりも類似性がある高校生を対象
とした。また、高校生にとっての MCS 予防
の観点を調査するため、その健康維持をサポ
ートする養護教諭または保健主事も対象と
した。 
 
(2) 調査方法 
 2011-2013 年に実施した研究において協力
が得られた群馬県内の 21 の高校に対し、こ
のとき得られたデータを基に、各高校別に解
析した結果を同封して研究依頼を行った。 
調査票と具体的な実施方法を記載した依
頼文を郵送し、各高校において 1クラス分の
生徒に対しての調査協力を依頼した。その後、
各高校の教員により、高校生に研究の目的と
調査方法が説明され、その場で配布・回収さ
れ、高校別に研究者に返送された。養護教諭
または保健主事に対する調査票も同様に郵
送し、高校生に対する調査票と共に返送され
た。 
 調査票は高校生対象、養護教諭（または保
健主事）対象共に 10 分以内で回答できるよ
うに作成し、調査項目は以下のとおりとした。 
 
(3) 主な調査項目 
・高校生を対象とした調査項目は以下のとお
りとした。 
 
①基本属性（1問：2択） 
②体質（6問：2択） 
③生活習慣（1問：2択） 
④QEESI*（0-10択）： 

Chemical Intolerance（10問）,  
Life impact（10問） 
* MCS のスクリーニング検査として国内外
で用いられているスケール。 
Quick Environmental Exposure and Sensitivity 
Inventory 

⑤MCS予防法に対しての関心度 
（15問：0-4択） 
⑥MCS啓蒙ポスターの関心：6つの内容から
興味を持ったものを 1つ選択 
（6択：下記の 6つの内容） 

 
［MCS啓蒙ポスター］ 
 MCS啓蒙ポスターはA4サイズの用紙 1枚
に収まるように作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



◆MCS啓蒙ポスターの 6つの内容 
 
i 化学物質過敏症って知っている？ 
ii 化学物質過敏の症状は？ 
iii 化学物質過敏症にかかりやすい人は？ 
iv 化学物質過敏症にならないための予防
法はあるの？ 

v 不要なものを体から出す 
vi 不要なものを体に入れない 
 
パンフレットやリーフレットも検討した
が、MCSを知らない生徒やMCSに対して興
味を持っていない生徒が多いことを予測し、
A4 サイズ 1 枚のポスターとした。内容に関
しては興味を持って見てもらえるように端
的に示す努力をし、イラストで示せる内容に
関しては、可能な限り文字ではなくイラスト
を用いた。 

 
・養護教諭または保健主事を対象とした調査
項目は以下のとおりとした。2011-2013 年の
研究結果を高校別に分析し、その結果につい
ての考えと生徒が実践できそうな MCS 予防
法についてたずねた。 
①高校別分析結果全体に対しての考え 
②高校別分析結果においての MCS 高リスク
群の割合についての考え 
③高校別分析結果において“冷え”を自覚す
る生徒の割合が高かったことに対する考
え 
④生徒が実践できそうな MCS 予防法につい
ての考え 

 
(4) データ分析方法 
 得られたデータを対象に統計ソフト(IBM 
SPSS Statistic21) を用いて、Man-Whitney U検
定にて統計学的検討を行った。 
有意確率は 5%未満とした。  

 
 また、生徒対象の調査において、MCS高リ
スクの割合を検討するために、信頼性と妥当
性が検証され質問数が 20 問でスクリーニン
グ可能であるSkovbjerg, S(2012)のカットオフ
値を用いた。 

MCS高リスクは、下記の 2条件を同時に満
たすこととした。 
 
  QEESI：Chemical Intolerance≧35 

Life impact≧14 
 
(5) 倫理的配慮 
 調査開始前に各高校教員から対象者に研
究の説明・同意書が配布され、「研究への参
加・協力は自由であること」、「調査票の提出
をもって研究協力に同意したこととするこ
と」、「調査は無記名で行われること」、「得ら
れたデータは速やかに電子データ化し、鍵の
かかる保管庫にて厳重管理し、調査結果がま
とまり次第、破棄すること」等の説明がされ
た。 

養護教諭または保健主事に対しての調査
も同様に研究説明書の送付で依頼した。 

 
４．研究成果 
 群馬県内の 21 の高校に対して調査協力を
依頼したところ、10の高校からの協力を得る
ことができた。 
 生徒用の調査用紙は 402名に配布され、395
名の協力が得られた。欠損値などがある調査
票を除いた 390名分の調査票を解析対象とし
た。390名の対象者のうち、MCS高リスクに
該当したのは、7.4%（29名）であった。 
養護教諭または保健主事に対しての調査
は、10名の研究協力があり、7名が養護教諭、
3名が保健主事であった。 
 
(1) 高校生が興味を示す MCS 予防法に関す
る調査 

 
①高校生が興味を示すMCS予防法 
高校生 390 名の属性や体質、習慣などを表

1に示す。 
研究対象者の 60.5%がアレルギー症状を有
し、肩こりや腰痛症状がある者は 50%、手足
の冷えがある者は 46.7%であった。 
研究対象者が高校生であることを考慮す
ると、“肩こり・腰痛”や、“手足の冷え”が
ある者が大変多い結果となった。これに関し
ては、MCSの症状にも含まれているため、こ
れらの改善に取り組むべきであることが示
唆された。 
 
表 1 研究対象の属性、体質、症状、習慣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
MCSポスターへの興味に関する結果を表2
に示す。「不要なものを体から出す 30%」、
「MCS 予防法 19.2%」などであった。MCS
予防法としては、「不要なものを体から出す」
ことは重要であるが、「不要なものを体に入
れない」ことが最重要であると研究者らは考
えるが、これに興味を示した生徒は 13.1%で
あった。多種多様な化学物質に囲まれて生活
しているため、何が体にとって不要なもので

n=390 %
性別 男性 182 46.7

⼥性 208 53.3
アレルギー症状 なし 154 39.5

あり 236 60.5
肩こり・首のコリ・腰痛 なし 195 50.0

あり 195 50.0
⼿⾜の冷え なし 208 53.3

あり 182 46.7
頭痛 なし 267 68.5

あり 123 31.5
汗が出やすい はい 278 71.3

いいえ 112 28.7
便秘 なし 333 85.4

あり 57 14.6
体育以外の週2回以上の あり 247 63.3
　運動習慣 なし 143 36.7



あるのかは、人の価値観によって形成されて
いるため様々であることが啓蒙をしていく
上での課題である。 
また、今回の結果から「不要なものを体に
入れない」予防法は、生活改善や価値観を変
える必要もあるために興味を持てないので
はないかと推察する。 

MCS 全般の内容よりも、MCS 予防に関し
ての興味の方が 62.3％と上回った。これは、
デトックスの内容が含まれ全般的な内容で
あることに起因していると考えるが、研究課
題としての 1つの結果として次につながるも
のと評価できる。 

MCS 予防法の啓蒙を推進していく点から
考えると、「不要なものを体から出す」とい
う方法は、デトックスの観点からも興味をも
ってもらいやすく、“不要なものを体から出
せるように、出しやすい体づくりをする”と
いう点で、適度な筋肉を付けて不要な脂肪を
減らすこととして、筋トレや有酸素運動の実
施をすすめることが有意義である。それによ
り“汗が出やすくなる”“手足の冷えが改善
する”ことが期待できる。血流が良くなるこ
とにより“肩こり・腰痛”の改善も見込める
のではないかと考える。 
 
表 2 高校生のMCSポスターへの興味 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 MCS に関する各予防法における興味の強
さを 0：興味がない～4：強い興味がある、の
5 段階のリッカート尺度で質問した結果を表
3に示す。 
 
表 3 MCS各予防法における興味 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

表 4 MCS予防法の興味の強さと群間比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
min max

25 50
 (median)

75

ストレッチ筋トレ実施 2.0 1.3 1 2 3
疲労蓄積回避・ストレス発散 2.0 1.3 1 2 3
有酸素運動実施 1.8 1.2 1 2 2
姿勢に気を付ける 1.8 1.2 1 2 3
温泉・岩盤浴・サウナで発汗 1.8 1.3 1 2 3
夏でも湯船に入って発汗 1.8 1.3 1 2 3
下着・靴下など冷えないように着込む 1.7 1.2 1 2 3
23時前に就寝 1.5 1.3 0 2 2
農薬散布に気を付ける・ 1.5 1.3 0 2 2
　散布時は避難
洗濯洗剤・清掃洗剤を体・ 1.5 1.3 0 2 2
　自然に優しいものにする
スムーズな排便のための⾷事 1.4 1.2 0 1 2
自然農法・有機農法のものを 1.3 1.2 0 1 2
　購入するようにする
新築・改築時にはすぐ入居せず 1.2 1.2 0 1 2
　　一定期間換気する
防虫剤を使用しない 1.2 1.2 0 1 2
冷たい⾷べ物・飲み物を摂取しない 1.0 1.1 0 1 2

0 4

range
0̃4*

* 0:興味がない〜4:強い興味がある

                                 n=390
パーセンタイル

mean SD

n % n %
MCSって知ってる？ 47 12.1
MCSの症状は？ 56 14.4
MCSにかかりやすい人は？ 44 11.3
MCSにならないための
 予防法はあるの？
不要なものを体から出す 117 30.0
不要なものを体に⼊れない 51 13.1

75 19.2
243

37.7

62.3

MCS全般 147

MCS予防法

MCS予防法
range0-4

対照群 361
MCS高リスク群 29
Chemical Intolerance<34 331
                                  ≧35 59
啓蒙ポスター　MCS全般 147 1.17 0.38
　　　　　　　 　MCS予防 243 1.28 0.45
啓蒙ポスター　MCS全般 147 1.34 0.48
　　　　　　　 　MCS予防 243 1.38 0.49
啓蒙ポスター　MCS全般 147 1.25 0.44
　　　　　　　 　MCS予防 243 1.30 0.46
啓蒙ポスター　MCS全般 147 1.13 0.34
　　　　　　　 　MCS予防 243 1.19 0.39
啓蒙ポスター　MCS全般 147 1.14 0.34
　　　　　　　 　MCS予防 243 1.24 0.43
Life Impact<13 340 1.18 1.20
                  ≧14 50 1.60 1.25
Life Impact<13 340 1.25 1.22
                  ≧14 50 1.64 1.17
性別　男性 182 0.77 0.93
　　　　⼥性 208 1.21 1.13
性別　男性 182 1.69 1.26
　　　　⼥性 208 1.98 1.17
性別　男性 182 1.38 1.22
　　　　⼥性 208 1.88 1.19
性別　男性 182 1.29 1.18
　　　　⼥性 208 1.52 1.17
性別　男性 182 1.36 1.33
　　　　⼥性 208 1.63 1.26
性別　男性 182 1.10 1.24
　　　　⼥性 208 1.35 1.18
アレルギーなし 154 1.58 1.25
              あり 236 1.86 1.30
アレルギーなし 154 1.68 1.24
              あり 236 1.95 1.20
アレルギーなし 154 1.31 1.28
              あり 236 1.61 1.31
アレルギーなし 154 1.01 1.12
              あり 236 1.38 1.25
アレルギーなし 154 1.25 1.25
              あり 236 1.59 1.27
アレルギーなし 154 1.07 1.15
              あり 236 1.31 1.18
アレルギーなし 154 1.11 1.16
              あり 236 1.42 1.24
⼿⾜の冷えなし 208 1.44 1.19
　　　　　　　あり 182 1.89 1.23
便秘なし 333 1.95 1.29
　　　あり 57 2.32 1.18
便秘なし 333 1.75 1.27
　　　あり 57 2.16 1.42
便秘なし 333 1.69 1.27
　　　あり 57 2.09 1.31
便秘なし 333 1.58 1.20
　　　あり 57 2.09 1.31
便秘なし 333 1.18 1.19
　　　あり 57 1.54 1.31
肩・首のコリ、腰痛なし 195 1.29 1.22
　　　　　　　　　　　あり 195 1.71 1.34
頭痛なし 267 1.42 1.29
　　　あり 123 1.69 1.30
頭痛なし 267 1.11 1.18
　　　あり 123 1.50 1.24
頭痛なし 267 1.37 1.29
　　　あり 123 1.64 1.23
頭痛なし 267 1.12 1.15
　　　あり 123 1.43 1.21
頭痛なし 267 1.21 1.21
　　　あり 123 1.50 1.23
汗が出やすい　はい 278 0.92 0.99
　　　　　　　　  いいえ 112 1.23 1.21
汗が出やすい　はい 278 1.55 1.24
　　　　　　　　  いいえ 112 1.90 1.16
汗が出やすい　はい 278 1.35 1.23
　　　　　　　　  いいえ 112 1.71 1.36
週2回以上の運動習慣あり 247 1.98 1.24
　　　　　　　　　　　　　　なし　 143 1.37 1.05
週2回以上の運動習慣あり 247 2.30 1.28
　　　　　　　　　　　　　　なし　 143 1.50 1.11
週2回以上の運動習慣あり 247 1.94 1.31
　　　　　　　　　　　　　　なし　 143 1.59 1.26

*not significant

有酸素運動の実施

ストレッチ・筋トレの実施

姿勢に気を付ける

スムーズな排便のための
食事

23時前に就寝する

0.001

0.018

0.006

0.015

0.007

自然農法・有機農法のもの
を購入するようにする

0.025

農薬散布に気を付ける・
散布時は避難する
新築・改築時はすぐ入居せ
ず一定期間換気する

防虫剤を使用しない

0.022

0.003

洗濯洗剤・清掃洗剤を体・
自然に優しいものにする

防虫剤を使用しない 0.015

自然農法・有機農法のもの
を購入するようにする

0.028

有酸素運動の実施 0.000

冷たい⾷べ物・飲み物を
摂取しない

0.032

下着・靴下など冷えないよう
に着込む

0.009

洗濯洗剤・清掃洗剤を体・
自然に優しいものにする

0.019

温泉・岩盤浴・サウナで
発汗する

0.008

23時前に就寝する 0.002

下着・靴下など冷えないよう
に着込む

0.008

新築・改築時はすぐ入居せ
ず一定期間換気する

0.046

23時前に就寝する 0.046

新築・改築時はすぐ入居せ
ず一定期間換気する

0.002

ストレッチ・筋トレの実施 0.000

洗濯洗剤・清掃洗剤を体・
自然に優しいものにする

0.035

ストレッチ・筋トレの実施 0.031

温泉・岩盤浴・サウナで発
汗する

0.029

夏でも湯船に入って発汗す
る

0.036

スムーズな排便のための
食事

0.049

23時前に就寝する 0.021

新築・改築時はすぐ入居せ
ず一定期間換気する

0.016

冷たい⾷べ物・飲み物を
摂取しない

0.000

姿勢に気を付ける 0.025

下着・靴下など冷えないよう
に着込む

0.000

自然農法・有機農法のもの
を購入するようにする

0.012

下着・靴下など冷えないよう
に着込む

0.000

夏でも湯船に入って発汗す
る

0.035

姿勢に気を付ける 0.047

0.007

0.036

属性・体質・習慣　2群 n=390 mean SD P-value

新築・改築時はすぐ入居せ
ず一定期間換気する

0.019

MCS予防法  各方法 N.S.*

MCS予防法  各方法 N.S.*



「ストレッチ・筋トレ実施(mean2.0)」、「疲
労蓄積回避・ストレス発散(mean2.0)」が項目
内では高かった。一方、「自然農法・有機農
法のものを購入するようにする(mean1.2)」
「新築・改築後はすぐに入居はせず一定期間
換気する(mean1.2)」、「防虫剤を使用しない
(mean1.2)」、「冷たい食べ物・飲み物を摂取し 
ない(mean1.0)」は興味が薄い結果となった。
この結果はこれらの項目が高校生にとって
関心を持ちにくく、家族の決定に従うことが
多く含まれていたことに起因していると考
えられた。高校生を含めた家族に興味を持っ
てもらえるよう MCS 予防の啓蒙をしていく
必要がある。 
 全体的に、5 割以上が肩こり・腰痛や手足
の冷えがあるにも関わらず、実施可能な方法
に興味を持ち、改善させようとすることが希
薄に感じた。これらの主訴と MCS 予防の具
体的な方法は密接に関係しているが、それら
を理解してもらうことが重要である。 
 MCS の全体像と高校生の主訴に絡めた
MCS 予防法の啓蒙を行っていくことが鍵と
なると考える。 
 
②高校生の特徴別にみたMCS予防法の興味 
 高校生の特徴（属性、体質、習慣）を 2群
とし、各 MCS 予防法の興味の強さと検討し
た結果を表 4に示す。 

MCSポスターの 6つの柱を内容別に 2群に
し“MCS全般”“MCS予防法”（表 2 参照）
として解析したところ、“MCS 予防法”群と
“MCS 全般”群では前者の方が各予防法
（range0-4）に関して興味のポイントが有意
に高かった。 
また、なんらかの体質上の不都合や症状が
ある場合、各予防法への興味が強い傾向が有
意に見られた。これらの特徴別に各 MCS 予
防法を伝えていくことは有効なのではない
かと考える。 
 
(2) 養護教諭・保健主事に対する調査 
 2011-2013年の研究結果を高校別に分析し、
その結果についての考えと生徒が実践でき
そうな MCS 予防法について養護教諭または
保健主事に対してたずねたところ、下記のよ
うな結果となった。 
 高校別分析結果に対しての考えを“予測し
ていた”～“予測していない”の 4択でたず
ねたところ、“予測していない”の回答はな
かった。これについては図 1に示す。 
全体の結果に関しては、“あまり予測して
ない(20%)”、MCSに高感度を示す割合につい
ては、“あまり予測していない(30%)”であっ
た。冷えの割合については“あまり予測して
いない(40%)”であったが、男子校であると
その傾向が強いのか検討したが、そうではな
かった。今回の調査結果でも 53.3%の生徒が
手足の冷えを感じていたことも含めて、MCS
の予防法にとっては“冷え対策”が重要であ
るので養護教諭ないし保健主事に対しての、

これらの啓蒙が必要だと考える。 
生徒が実践できそうな MCS 予防法につい
ての考えに関しては、表 5に示す。 
 MCS 発症のトリガーとして多くを占める
ものに“シックハウス症候群”と“農薬散布”
があげられる。しかし、結果としては、“新
築・改築時はすぐ入居せず一定期間換気す
る”に対して 100%が、“農薬散布に気を付け
る・散布時は避難する”に対しては 60%がど
ちらともいえない／実施困難と回答してい
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 養護教諭または保健主事の調査結果の
とらえ方 

 
表 5 養護教諭または保健主事が考える高校
生に実践ができそうな MCS 予防法に
ついての考え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、“ストレス発散”“洗剤の選択”“23
時前の就寝”などは高校生のライフスタイル
から考えると実施が難しいと推察できる。
“防虫剤使用”“自然農法・有機農法のもの
を購入するようにする”などは、家人の決定
で高校生は頓着しないこともあり、このよう
な結果となったとも考えられる。 
“不要なものを体に入れない”というMCS
の予防法の観点から言えば、“新築・改築時
の換気”“農薬散布時の避難”“防虫剤を使用

実践できる  どちらともいえない・実践困難

ストレッチ・筋トレの実施 90 10
姿勢に気を付ける 80 20
下着・靴下など体が冷えないように着込む 80 20
ジョギング・散歩などの有酸素運動の実施 70 30
スムーズに排便できるよう⾷べ物に気を付ける 60 40
夏でも入浴時は必ず湯船につかり汗を出す 50 50
農薬散布に気を付ける・散布時は避難する 40 60
疲労を蓄積させない、ストレス発散する 20 80
洗濯洗剤・清掃洗剤を体や
   ⾃然に優しいものに変更する
冷たい⾷べ物・飲み物を摂取しない 10 90
23時前に就寝する 10 90
防虫剤を用いない 10 90
自然農法・有機農法のものを購入するようにする 10 90
温泉・岩盤浴・サウナで汗を出す 0 100
新築・改築時はすぐ入居せず一定期間換気する 0 100

単位：％

20 80



しない”は重要である。しかし、養護教諭・
保健主事は高校生が実践できると捉えてお
らず、生徒対象の調査結果（表 3）において
も、生徒の興味は 5段階評価（0~4：4が強い
興味がある）で“新築・改築時の換気(1.2)”、
“農薬散布時の避難(1.5)”、“防虫剤を使用し
ない(1.2)”と低い。予防の観点からこれらの
重要性を知っていれば、高校生であっても家
族の了解を得ながら実践できる内容である
ため、引き続き理解を得られるよう説明して
いく必要がある。 
 
(3) 全体総括と今後の展望 
 MCS はまだまだ知名度の低いことが対処
や予防を推進していく上での課題であると
考える。 
 “自分も MCS になるかもしれない”とい
う危機感を持つことがとても重要であり、そ
のためにはMCSの知識が必要になってくる。 
 今回は、MCSの予防方策の検討が研究目的
であったが、MCS予防法はMCSに限らずウ
ェルネスの観点でも幅広く実施できる方法
であると考える。しかし、一般的な方法であ
るからこそ、MCS予防法として認知しにくい
側面があることも否定できない。 
 何かしらの特徴（体質的なことや症状、習
慣）があると、各 MCS 予防法への興味が強
くなる傾向が有意であったため、こういう点
から指導・支援を実施することは有効である
と考える。 
その特徴と MCS への感度が高いという関
係性は、現時点では本人が認知することが難
しいため、QEESIを用いたスクリーニングで
MCS高リスク該当者を割り出し、予防の重要
性を伝えていくことは重要である。 
今回の調査結果からは、MCS高リスク群と
“手足の冷えがある”ことは有意に関係して
いたため、嗅覚が敏感になってきたことや手
足の冷えがあることなどが、いくつかのポイ
ントで MCS の過敏性が高まっているかもし
れない、と気がつくことができることが重要
である。本人ないし養護教諭や保健主事、各
教員、家人が気付けるように MCS の啓蒙を
していく必要がある。 

 
“MCSは誰でもなり得る”ということを軸
にして、まずは“MCS を知ること”、そして
“MCS予防法を知ること・実践すること”に
関して有効な方策を引き続き検討していく
必要がある。 
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